
群馬県治山整備計画

群馬県

平成28年度～令和元年度（4年間）

計画の目標

○実施体制：　群馬県環境森林部　農山漁村地域整備計画評価会議
○実施時期：　令和4年4月15日

○公表方法：　群馬県ホームページ

事業名

事業型
事業箇所名
（地区名）

百万円 百万円

3,480 4,516

漁場保全
の森づく
り事業

保安施設事業（奥地
保安林保全緊急対
策、保安林改良事
業）

県内一円 群馬県
上記対
象市町
村

渓間工
山腹工

森林整備

平成28～
令和元年
度

170 172

3,650 4,688

群馬県
渓間工
山腹工

関係市町村

合計

平成28～
令和元年

度

予防治山、治山施設
機能強化、共生保安
林整備事業

計画の名称

計画の期間

定量的指標

①対象事業

前橋市、伊勢崎市、渋川市、玉村町、榛東村、吉岡町、高崎市、安中市、藤岡市
上野村、神流町、富岡市、下仁田町、南牧村、甘楽町、中之条町、長野原町、嬬恋村
草津町、高山村、東吾妻町、沼田市、片品村、川場村、昭和村、みなかみ町
桐生市、太田市、みどり市（２９市町村）

県内一円治山事業

農山漁村地域整備計画  事後評価調書

計画期間内の
事業内容

上記対
象市町
村

事業実
施主体

■県民の暮らしを守る災害に強い森林づくり

①近年の豪雨災害など激甚化する災害に対する山地の防災機能を強化するため、治山事業と森林整備を組み合
わせ、異常気象などを起因とした山地災害を未然に防止する「事前防災対策」として治山施設を設置し、県民
の安全・安心を確保する。
②水源地域にある荒廃森林を整備し、森林土壌がもつ機能を発揮させ、土壌流出による濁水から漁場を保全す
る。

計画策定主体

計画期間内
の事業費(計

画)

事後評価の実施体制・実施時期

対象市町村

工　期
計画期間内
の事業費(実

行)

備
考

①集落等への災害防止対策着手　　　　　　８７箇所（局所保全対策数）
②水源地域における荒廃森林等の復旧対策　６０ｈａ（県内１８漁場の保全）



事業効果の発現状況、目標値の達成状況

目標値 実績値 判定

判定 達成　○ 未達成△ 不適当×

今後の方針

○

○59.6ha

治山施設整備による災害防止と被害
軽減（局所保全対策数）

●定量的指標の達成状況

備考定量的指標

●定量的指標に関連する交付対象事業の効果の発現状況

　
・本事業の実施により、９１箇所において集落周辺の山地災害防止機能を確保し、県民の生命・財産を守っ
た。
・本事業の実施にあたっては、国が進める「防災・減災、国土強靭化のための３か年緊急対策」等を積極的に
活用することで、森林の持つ公益的機能の高度発揮と災害に強い森林づくりを一層推進し、目標を達成するこ
とができた。
・水源地域の森林においても、治山施設の設置や森林整備を実施したことにより、５９．６haの森林の土壌流
出や濁水を軽減し、漁場の保全に寄与した。

87箇所

・今後も農山漁村地域整備交付金を活用し、治山施設の設置や保安林整備等の事前防災・減災対策を推進し、
新・群馬県総合計画の基本目標である「災害レジリエンスNo.1の実現」を目指す。
・「群馬県森林・林業基本計画2021-2030」に基づき、山地災害の防止・被害軽減に取り組むとともに、森林
の健全化を促進し、群馬県全体の森林の強靱化を図る。

60.0ha
水源地域における荒廃森林整備
（県内１８漁場の保全）

91箇所


